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かなりの違いがあるが，反応形式にはある程度の規
則性があるから，それを利用して各程のツギタリス
薬の臨床効果を比較することができる。一般に，飽
和療法はは即効性のもの，維持療法には遅効性のも
のがよい効果をおさめるのは当然であるが， DigiR
toxin，Strophanthinを両極としてその中聞に位す
るもののうち， Lanatoside Cは静脈内使用がもっ
とも効果が安全で，かつ確実で、，とくに飽和療法に
適する。経口的吸収はわるく，維持には不適であ
る。しかし， Lanatoside C と Digitoxinとの間
隔は広く，その中聞に入るものとしては Acetyl-
digitoxin，Lanatoside Aが吸収もよく，排世，蓄
積の点で静脈内，経口使用，いずれによっても十分
な効果が期待できる。とくに維持療法に好適であ
る。 Digitoxinは即効性であるが，治療効果の大き
いと同時に毒性も強い。 Digicorin-fractionは毒性
はすくないが，効果が不安定である。 
22. EKyの血行力学的分析における限界
茂叉真祐。，神田収支女，荒川浩二，
野口徹男，野呂忠慈(第 2内科〉 
EKy による心拍動の分析を，物理的心・脈管力学
的分析と同時に行ない， Heckmannのいう時相分
析と，われわれの心力学的時点におけるそれを，各
種心疾患において比較検討した。とくに高血圧性心 
疾患にたいしては， Rs，および，.K・strophantinを
使用し，前後における心拍動の変化をも比較観察し
た。1. 心房細動をもっ僧帽弁狭窄・閉鎖不全症例 
で， EKyの運動の大きさ，方向と， 心力学的時間
の関係を， Heckmannのいう α……Pの部位で調
べTこ。心力学的時相分析は，その変化に対応する
EKyの運動をよく示すこと，および， EKy時相分
析の 1指針となることを知った。 2. 圧反応，およ
び，容量反応を示す本・高・症，大動脈弁膜症，僧
帽弁膜症のそれぞれで，心・脈管力学的数値と，心
力学的時点における時相分析を比較した。 3.薬物，
とくに， Rs，K・strophantinの心脈管力学，およ
び，心の運動様式にたいする作用，とくに inotr・0-
pic action についての棺異を，適確に分析しえた。
23.神経膝頭部怪域の Holtfreter法による外植
実験
野中俊郎，嶋田 裕，小沢
野崎文行(第2解剖〉
神経肝 (Bufovulgaris formosus)の頭部肝域
ロ す
を寒天シャーレ， 1/2稀釈 Holtfreter液lζて9日間
外植後連続切片標本とし検鏡した。今回は神経系組
織の所見について報告する。神経管の形成は初め尾
端が開放されたままであったが，やがて閉鎖した。
従って左右の神経堤の正中移動による管形成は阻害 
きれない，然し鏡検すると翼及び基礎板の肥厚には
抑制が見られた。眼原基の形成は正常であった。脳
原基背側板をなす脳室上皮は迂曲し，脈絡叢を形成
しつつあるが，それを裏付ける結合組織性要素に乏
しし且つ血管を全く伴っていないc 従って脈絡叢
の形成と血管分布を一義的に考えるわけには行かな
い。間脳漏斗陥凹は脊索の先端よりかなり前方花形
成されたものが多く，それが脊索によって誘導され
るとなす説には疑義を生ずる。漏斗腹壁の後葉化は
未だ認め難いが，下垂体前葉原基と接触している。
後者で未だ発生母地との連絡を有する例では， 
Rathke嚢の形成が正常肝子よりもかなり背側で行
なわれたことを示していた，とのことは皮膚外麻葉
感覚層の造形移動殊に腹側への移動が抑制されたこ
とを示している。 
24.視覚領の投射線維
大谷克己，楠元己千之，鈴木政治，
小野重平(第 1解剖)
20匹の成猫の Nauta染色標本を用い，視覚領お
よびその周囲の皮質からの投射線維をしらべて，以
下の結果をえた。
(1)視覚領からお乙る投射線維群は視放線内を逆
行して外側膝状体に達し，そこで少量の腹側群と多
量の背側群にわかれる。腹側群は外側膝状体の腹側
核に終る。背側群はその背側核に終るととなく，そ 
乙を通過し，視床枕および視蓋前域K終枝を与えた
のち，上丘の視束層をへてその第E層に終る。 
(2)上記の 4終止核に投射線維を与える脳回は， 
Gyr. lateralis posterior， Gyr. suprasylvius 
posteriorおよび一部の Gyr.postsplenialisであ
る。 Gyr. lateralis および Gyr. suprasylvius 
mediusでは，問題の投射線維をだす後端部附近を
除き，その大部分の域が異質的な投射関係を示す。
また Gyr.ectosylvius posteriorも異質的な皮質 
であるが，例外的にその背側部から小量の問題の線
維がおこる乙とがある。
